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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。  

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

回次 
第110期

第３四半期連結 
累計期間 

第110期
第３四半期連結 

会計期間 
第109期

会計期間 
自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日 

自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日 

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日 

売上高（百万円）  79,334  20,262  147,390

経常利益又は経常損失（△）（百

万円） 
 △106  △4,430  17,251

当期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円） 
 △4,978  △7,638  9,949

純資産額（百万円）  －  50,485  57,257

総資産額（百万円）  －  112,682  124,650

１株当たり純資産額（円）  －  371.76  421.61

１株当たり当期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）

（円） 

 △36.66  △56.25  73.26

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  －  44.80  45.93

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー（百万円） 
 14,767  －  10,160

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー（百万円） 
 △2,982  －  △8,370

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー（百万円） 
 △5,846  －  △680

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
 －  20,273  14,332

従業員数（人）  －  859  917
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 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

２【事業の内容】 

３【関係会社の状況】 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注）１．従業員数は、就業人員であります。 

２．従業員数の中には、臨時・嘱託等5名が含まれております。 

  

(2）提出会社の状況 

 （注）１．従業員数は、就業人員であります。 

２．従業員数の中には、臨時・嘱託等5名が含まれております。 

  

  平成20年12月31日現在

従業員数（人）  859

  平成20年12月31日現在

従業員数（人）  652
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。 

２．製錬事業には、秋田製錬㈱他委託分が含まれております。 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注状況 

 当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）販売実績 

 当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

２．総販売実績に対し、10％以上に該当する販売先はありません。 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

製錬事業（百万円）  13,526

電子部材事業（百万円）  1,939

環境・リサイクル事業（百万円）  1,143

その他事業（百万円）  455

合計（百万円）  17,064

事業の種類別セグメントの名称 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

製錬事業  503  101

電子部材事業  1,586  499

環境・リサイクル事業  127  54

その他事業  901  3,859

合計  3,118  4,514

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

製錬事業（百万円）  14,481

電子部材事業（百万円）  1,923

環境・リサイクル事業（百万円）  1,525

その他事業（百万円）  2,331

合計（百万円）  20,262
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 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

(1）業績の状況 

 当第３四半期連結会計期間におきましては、サブプライム住宅ローン問題を背景とする金融危機の影響が実体経

済に波及し、とりわけ、昨年秋以降の米国大手金融機関の破綻をきっかけとして世界経済は急速に悪化しました。

国内経済においても、輸出の急減速により企業の生産活動が縮小し、また、米ドルやユーロに対する円高の進行が

企業業績に大きな影響を及ぼしました。さらに、株式相場の大幅な下落に加え、個人消費の低迷や雇用情勢の悪化

など国内景気の後退が次第に鮮明となりました。 

 このような情勢のなか、当社グループの主力製品である亜鉛・鉛製品の需要が、自動車の減産等の影響により急

減し、かつ、ＬＭＥ（ロンドン金属取引所）相場の下落と円高の影響を受けたため、極めて厳しい事業環境であり

ました。 

 以上の結果、当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、中核事業である製錬事業部門が営業損失となっ

たことに加え、持分法適用関連会社である豪州の鉱山会社（ＣＢＨ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ Ｌｔｄ．）の経営悪化

に伴う持分法投資損失や投資有価証券評価損を計上したこともあり、売上高は202億62百万円、営業損失は38億41

百万円、経常損失は44億30百万円、四半期純損失は76億38百万円となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

①製錬事業部門 

 当社グループの主力事業である製錬事業部門につきましては、亜鉛・鉛製品価格の大幅な下落などにより、売上

高は144億81百万円、営業損失は44億59百万円となりました。 

  

②電子部材事業部門 

 電解鉄は特殊鋼向けに引き続き好調でしたが、電子部品は需要低迷に加え価格競争と原材料価格の高騰が響き、

売上高は19億23百万円、営業利益は1億33百万円となりました。 

  

③環境・リサイクル事業部門 

 当事業部門の柱である酸化亜鉛の価格下落等により、売上高は15億25百万円、営業利益は1億17百万円となりま

した。 

  

④その他事業部門 

 防音建材部門は減収となりましたが、土木・建築・プラントエンジニアリング部門の大型案件の完工等により、

売上高は23億31百万円、営業利益は3億97百万円となりました。 

  

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期連結会計期間末

に比べ40億9百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末は202億73百万円となりました。 

 なお、前連結会計年度末に比べ59億40百万円の増加となっております。 

  

 その内容は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は66億3百万円となりました。 

 主な増加要因は、売上債権の減少額48億57百万円、たな卸資産の減少額58億5百万円、仕入債務の増加額20億84

百万円及び投資有価証券評価損43億51百万円等であり、主な減少要因は、税金等調整前四半期純損失88億46百万円

及び法人税等の支払額24億80百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結累計期間では147億67百万円の資金の増加となっております。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の支出は7億65百万円となりました。 

 主な要因は、有形固定資産の取得による6億84百万円の支出であります。 

 なお、当第３四半期連結累計期間では29億82百万円の資金の支出となっております。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の支出は、18億28百万円となりました。 

 主な要因は、長期借入金の返済による8億28百万円及びコマーシャル・ペーパーの減少による10億円等でありま

す。 

 なお、当第３四半期連結累計期間では58億46百万円の資金の支出となっております。 

  

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(4）研究開発活動 

 当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、64百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。 
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  264,000,000

計  264,000,000

種類 
第３四半期会計期間末現在
発行数（株） 
（平成20年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日） 

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名 

内容

普通株式  135,855,217  135,855,217

東京証券取引所 

（市場第一部） 

大阪証券取引所 

（市場第一部） 

単元株式数
は、1,000株
であります。

計  135,855,217  135,855,217 － － 

（２）【新株予約権等の状況】 

（３）【ライツプランの内容】 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円）

平成20年10月１日～ 

平成20年12月31日 
 －  135,855,217  －  14,630  －  6,950

（５）【大株主の状況】 

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

  

①【発行済株式】 

 （注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が18,000株（議決権の数18個）含まれ

ております。なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数18個が含まれて

おりません。 

  

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。 

  

（６）【議決権の状況】 

  平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       52,000 － 
１（１）②発行済株式の
「内容」欄に記載のとお
りであります。 

完全議決権株式（その他） 普通株式  135,469,000  135,451 同上 

単元未満株式 普通株式    334,217 － － 

発行済株式総数  135,855,217 － － 

総株主の議決権 －  135,451 － 

  平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

東邦亜鉛株式会社 
東京都中央区日本橋 

本町１丁目６番１号 
 52,000  －  52,000  0.04

計 －  52,000  －  52,000  0.04

２【株価の推移】 

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  604  659  584  490  464  363  294  227  229

最低（円）  516  548  469  427  350  261  136  151  187

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 20,298 14,357

受取手形及び売掛金 ※3  14,285 ※3  20,120

商品及び製品 5,859 6,911

仕掛品 5,823 6,028

原材料及び貯蔵品 8,603 13,576

繰延税金資産 1,316 539

その他 8,402 8,254

貸倒引当金 △37 △52

流動資産合計 64,551 69,736

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,840 5,767

機械装置及び運搬具（純額） 10,613 10,573

土地 16,947 16,947

建設仮勘定 1,597 763

その他（純額） 341 324

有形固定資産合計 ※1  35,340 ※1  34,375

無形固定資産   

その他 108 92

無形固定資産合計 108 92

投資その他の資産   

投資有価証券 5,220 11,620

関係会社株式 3,919 5,279

長期貸付金 1,378 1,379

繰延税金資産 963 887

その他 2,011 2,140

貸倒引当金 △810 △862

投資その他の資産合計 12,681 20,445

固定資産合計 48,130 54,914

資産合計 112,682 124,650
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※3  7,615 ※3  8,132

短期借入金 21,601 21,601

1年内返済予定の長期借入金 4,894 4,896

コマーシャル・ペーパー 1,000 3,000

未払法人税等 352 1,130

引当金 97 107

その他 ※3  8,189 ※3  7,327

流動負債合計 43,750 46,193

固定負債   

長期借入金 9,132 11,618

退職給付引当金 3,196 3,393

その他の引当金 299 390

再評価に係る繰延税金負債 5,785 5,785

その他 33 11

固定負債合計 18,446 21,200

負債合計 62,196 67,393

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,630 14,630

資本剰余金 9,877 9,877

利益剰余金 17,425 23,839

自己株式 △22 △21

株主資本合計 41,910 48,325

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 789 1,039

繰延ヘッジ損益 547 △69

土地再評価差額金 7,579 7,579

為替換算調整勘定 △340 381

評価・換算差額等合計 8,575 8,931

純資産合計 50,485 57,257

負債純資産合計 112,682 124,650

2009/02/14 10:15:5008529573_東邦亜鉛株式会社_第３四半期報告書



（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 79,334

売上原価 73,350

売上総利益 5,984

販売費及び一般管理費 ※1  4,406

営業利益 1,577

営業外収益  

受取利息 261

受取配当金 134

その他 106

営業外収益合計 502

営業外費用  

支払利息 417

持分法による投資損失 1,396

為替差損 185

その他 187

営業外費用合計 2,186

経常損失（△） △106

特別利益  

固定資産売却益 4

貸倒引当金戻入額 18

その他 1

特別利益合計 24

特別損失  

固定資産除却損 200

減損損失 130

投資有価証券評価損 4,555

持分法によるのれん相当額一時償却額 ※2  605

その他 17

特別損失合計 5,508

税金等調整前四半期純損失（△） △5,590

法人税、住民税及び事業税 504

法人税等調整額 △1,116

法人税等合計 △611

四半期純損失（△） △4,978
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 20,262

売上原価 22,700

売上総損失（△） △2,437

販売費及び一般管理費 ※  1,403

営業損失（△） △3,841

営業外収益  

受取利息 68

受取配当金 42

保険配当金 36

その他 12

営業外収益合計 159

営業外費用  

支払利息 134

持分法による投資損失 306

為替差損 255

その他 51

営業外費用合計 748

経常損失（△） △4,430

特別利益  

固定資産売却益 0

その他 1

特別利益合計 1

特別損失  

固定資産除却損 56

投資有価証券評価損 4,351

その他 10

特別損失合計 4,417

税金等調整前四半期純損失（△） △8,846

法人税、住民税及び事業税 △720

法人税等調整額 △486

法人税等合計 △1,207

四半期純損失（△） △7,638
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △5,590

減価償却費 2,314

減損損失 130

持分法によるのれん相当額一時償却額 605

投資有価証券評価損益（△は益） 4,555

貸倒引当金の増減額（△は減少） △66

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9

退職給付引当金の増減額（△は減少） △197

受取利息及び受取配当金 △396

支払利息 417

持分法による投資損益（△は益） 1,396

有形固定資産売却損益（△は益） △4

有形固定資産除却損 200

売上債権の増減額（△は増加） 5,087

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,229

仕入債務の増減額（△は減少） 2,393

未払消費税等の増減額（△は減少） △48

その他 1,324

小計 18,341

利息及び配当金の受取額 507

利息の支払額 △410

法人税等の支払額 △3,670

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,767

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △2,849

有形固定資産の売却による収入 8

投資有価証券の取得による支出 △4

貸付金の回収による収入 9

その他 △146

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,982

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △2,487

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △2,000

自己株式の取得による支出 △1

配当金の支払額 △1,358

その他 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,846

現金及び現金同等物に係る換算差額 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,940

現金及び現金同等物の期首残高 14,332

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  20,273
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

会計処理基準に関する事項

の変更 

(１) 重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更 

①たな卸資産の評価方法 

 当社は電子部材系たな卸資産以外の

たな卸資産（貯蔵品を除く。）の評価

方法については、従来、後入先出法に

よる原価法を採用しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より先入先出

法による原価法に変更しております。

 変更理由は、以下のとおりでありま

す。 

  １）「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号 平

成18年７月５日）が適用されたこ

と、及び近年の原材料等の価格の

大幅な変動を受け、たな卸資産の

貸借対照表価額と時価の乖離が顕

著になったことから、乖離を縮小

し財政状態をより適正に表示する

ため。 

  ２）会計基準の国際的なコンバージ

ェンスの取組みが加速している中

で、平成20年３月31日に企業会計

基準委員会より「棚卸資産の評価

に関する会計基準（案）」（企業

会計基準公開草案第25号）が公表

され、後入先出法が廃止される見

込となったため。 

 なお、上記公開草案は平成20年

９月26日に改正企業会計基準第９

号として確定しております。 

   この結果、従来の方法によった場合

に比べて、当第３四半期連結累計期間

の営業利益は、3,571百万円減少し、

経常損失及び税金等調整前四半期純損

失は、それぞれ同額増加しておりま

す。 

 なお、セグメント情報に与える影響

は、当該箇所に記載しております。 
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

  ②たな卸資産の評価基準 

 通常の販売目的で保有するたな卸資

産の評価基準については、従来、原価

法によっておりましたが、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９

号 平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）により算定しておりま

す。 

 これにより、当第３四半期連結累計

期間の営業利益は、3,114百万円減少

し、経常損失及び税金等調整前四半期

純損失は、それぞれ同額増加しており

ます。 

 なお、セグメント情報に与える影響

は、当該箇所に記載しております。 

【簡便な会計処理】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

【追加情報】 

  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機と

して見直しを行い、第１四半期連結会計期間より、機械

装置及び公害防止設備の構築物の耐用年数を変更してお

ります。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は

292百万円減少し、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失は、それぞれ同額増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記

載しております。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、 百万円で

あります。 

57,870 ※１．有形固定資産の減価償却累計額は、56,991百万円で

あります。 

 ２．偶発債務 

①債務保証 

 他社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり

保証を行っております。 

 ２．偶発債務 

①債務保証 

 他社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり

保証を行っております。 

八戸製錬㈱ 127百万円

（非連結子会社）        

天津東邦鉛資源再生有限公司 183 〃 

（関連会社）        

群馬環境リサイクルセンター㈱ 415 〃 

計 726 〃 

八戸製錬㈱ 164百万円

（非連結子会社）        

天津東邦鉛資源再生有限公司 214 〃 

（関連会社）        

群馬環境リサイクルセンター㈱ 481 〃 

計 860 〃 

※３．第３四半期連結会計期間末日満期手形 

   第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

ついては、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機

関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとし

て処理しております。当第３四半期連結会計期間末日

満期手形の金額は、次のとおりであります。 

②        ─────        

受取手形 756百万円

支払手形 717 〃 

設備関係支払手形 121 〃 

※３．        ───── 

②債権流動化に伴う買戻し義務 950百万円

（四半期連結損益計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

製品運賃諸掛 2,336百万円

従業員給与及び賞与 743 〃 

減価償却費 39 〃 

研究開発費 207 〃 

役員賞与引当金繰入額 29 〃 

退職給付費用 47 〃 

貸倒引当金繰入額 4 〃 

※２．当第３四半期連結累計期間において、個別財務諸表

上、持分法適用関連会社に係る株式の減損処理を行っ

たことに伴い、当該持分法適用関連会社に係るのれん

相当額を一時償却したものであります。  
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当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

製品運賃諸掛 760百万円

従業員給与及び賞与 241 〃 

減価償却費 13 〃 

研究開発費 64 〃 

役員賞与引当金繰入額 9 〃 

退職給付費用 15 〃 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年12月31日現在） 

現金及び預金勘定 20,298百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △25 〃 

現金及び現金同等物 20,273 〃 

（株主資本等関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式        千株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式            千株 

  

３．配当に関する事項 

 配当金支払額 

  

135,855

52

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日 

定時株主総会 
普通株式  1,358  10.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金 
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当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産に照らし区分しておりま

す。 

２．各事業の主要な製品 

３．会計処理の方法の変更 

（重要な資産の評価基準及び評価方法の変更） 

①たな卸資産の評価方法 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）に記載のとおり、当社は電

子部材系たな卸資産以外のたな卸資産（貯蔵品を除く。）の評価方法については、従来、後入先出法によ

る原価法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より先入先出法による原価法に変更しており

ます。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、製

錬事業で3,504百万円、環境・リサイクル事業で66百万円、それぞれ減少しております。 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

  
製錬事業 
（百万円） 

電子部材事
業 
（百万円）

環境・リサ
イクル事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                          

(1）
外部顧客に対する

売上高 
 14,481  1,923  1,525  2,331  20,262  －  20,262

(2）

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 91  2  15  1,028  1,137 (1,137)  －

計  14,573  1,925  1,541  3,360  21,400 (1,137)  20,262

営業利益又は営業損失

（△） 
 △4,459  133  117  397  △3,811 (29)  △3,841

  
製錬事業 
（百万円） 

電子部材事
業 
（百万円）

環境・リサ
イクル事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                          

(1）
外部顧客に対する

売上高 
 59,133  6,733  5,995  7,472  79,334  －  79,334

(2）

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 358  9  90  3,649  4,107 (4,107)  －

計  59,491  6,742  6,086  11,121  83,442 (4,107)  79,334

営業利益又は営業損失

（△） 
 △771  538  743  1,198  1,709 (132)  1,577

事業区分 主要製品等

製錬事業 亜鉛製品、鉛製品、電気銀、硫酸等 

電子部材事業 電子部品、電解鉄、プレーティング、機器部品等 

環境・リサイクル事業 酸化亜鉛、廃棄物処理再生等 

その他事業 防音建材、土木・建築・プラントエンジニアリング、運輸、環境分析等 
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②たな卸資産の評価基準 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を

適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営

業利益は、製錬事業で3,012百万円、電子部材事業で18百万円、環境・リサイクル事業で83百万円、それ

ぞれ減少しております。 

４．追加情報 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

 「追加情報」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機として見直しを行

い、第１四半期連結会計期間より、機械装置及び公害防止設備の構築物の耐用年数を変更しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、製錬事業

で211百万円、電子部材事業で38百万円、環境・リサイクル事業で43百万円、それぞれ減少しておりま

す。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日） 

 その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められます。 

  
 （注） 当第３四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のある株式及び債券について4,555百万円の減損

損失を行っております。なお、当該株式及び債券の減損にあたっては、四半期連結会計期間末における時価が

取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、当該金額の

重要性、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っております。 

   

【所在地別セグメント情報】 

【海外売上高】 

（有価証券関係） 

   取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照
表計上額（百万円）  

差額（百万円）

(1）株式   2,379  3,601  1,221

(2）債券        

国債・地方債等   －  －  －

社債   4,963  689  △4,274

その他   －  －  －

(3）その他   －  －  －

 合計  7,342  4,290  △3,052

（デリバティブ取引関係） 

 該当事項はありません。 
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１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純損失金額 

 （注） １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 該当事項はありません。 

  

 前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

（１株当たり情報） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭371 76 １株当たり純資産額 円 銭421 61

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純損失金額 円 銭36 66 １株当たり四半期純損失金額 円 銭56 25

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

四半期純損失（百万円）  4,978  7,638

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株主に係る四半期純損失（百万円）  4,978  7,638

期中平均株式数（千株）  135,803  135,802

（重要な後発事象） 

（リース取引関係） 

２【その他】 

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年２月13日

東邦亜鉛株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 田中 文康  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 山崎 一彦  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東邦亜鉛株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東邦亜鉛株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 追記情報 

 １．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）①に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より電子部材系たな卸資産以外のたな卸資産（貯蔵品を除く。）の評価方法を変更してい

る。 

 ２．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）②に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以  上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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